
西尾の人々が残した遺
レガシー

産 ～資料333点が語る江戸時代の生活・文化～

拡大した西尾市の新市域全体について、主な金石文、すなわち墓石
と梵鐘などの銘文を収集しました。これは史上、ほぼ初めての試みに
なります。その際に、ただ翻刻文を収録するだけでなく、略注と読み
下しを添えました。かつてこの地域に生きた人々の隠れたいとなみが、
そこから浮かび上がってくるはずです。

あわせて、江戸時代のこの地方の文学にかかわる作品の中から、こ
れまで取り上げられてこなかった珍しい資料を紹介します。たとえば、
雑俳、つまり前句付けなどの卑俗で遊戯的な俳諧が盛んに行われてい
たことが新たに判明しました。

学芸・文化部会　編集委員　塩村　耕
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※書籍写真はイメージです（表紙写真は「西尾八景 寄住之松」）
※図版右上から、平島村味浜村論所裁許絵図、相撲世話人免許状、長圓寺手水鉢

近世2

『新編西尾市史』は、2011年4月の1市3町（西尾市・一色町・吉良町・幡豆町）の合併によって誕生した新しい西尾市の姿を、歴史・文化・自然・美術・
民俗などのさまざまな視点から明らかにするものです。

既刊
『新編西尾市史  資料編1  考古』  A4判  フルカラー790頁  5,000円

『新編西尾市史  資料編2  古代・中世』  A5判  口絵フルカラー20頁  本文モノクロ736頁  4,000円

『新編西尾市史  資料編3  近世1』  A5判  口絵フルカラー10頁  本文モノクロ786頁  4,000円

『新編西尾市史  通史編1  原始・古代・中世』  A5判  フルカラー841頁  4,000円

『新編西尾市史  別　編1  美術工芸・建造物』  A4判  フルカラー643頁  5,000円

2024年
4月23日
頒布開始

A5判　 758頁 上製本 口絵フルカラー／本文モノクロ 4,000円  付録 本文収録CD-ROM 「三河国幡豆郡吉良庄西尾城御領分図画」複製（B2判）　　
　　　　 ※購入方法は裏面をご覧ください

本巻近世２の前半では、中世後半から継続する村社会、近世に入っ
て一般庶民のなかで本格化していく家社会、その家のなかから有力百
姓の家が経済や文化的な活動を行うことによって村をこえて広がり
繋がっていく地域社会という、近世庶民生活におけるこの３つの基本
集団を中心に据えて、一般庶民の日常的なくらしや文化、そのなかで
発生するさまざまな問題についての史料を収録しました。

ここでの特徴の１つは、同様な種類の文書であっても年が異なるも
のを並べて比較して、その経年変化に焦点を当てています。もう１つは、
同じ文書でありながら、それぞれの立場・見方によって作成される文
章が異なっていることにも留意しています。

近世部会　編集委員　神谷　智



◆第4章  つながる村々と家々
第1節　地域掟　　第2節　廻状
第3節　請書・届書・願書
第4節　奉公人割付　　第5節　地域入用　　第6節　地域と助郷　　第7節　山論　　第8節　水論
第9節　新田争論　　第10節 その他の争論　　第11節　地域金融　　第12節　移動　　第13節 治安・騒擾

◆第3章  家の生業とくらし
第1節　相続・由緒　　第2節　縁組
第3節　宗門改　　第4節　経営
第5節　奉公　　第6節　産業
第7節　御用達

◆第2章  村
第1節　村役人　　第2節　村法
第3節　村入用　　第4節　村明細
第5節　五人組　　第6節　村借
第7節　治安・事件
第8節　村方騒動
第9節　記録

『新編  西尾市史  資料編4  近世2』の内容

［TEL］0563-56-8711　［FAX］0563-56-2787　［E-mail］shishi@city.nishio.lg.jp

問合・申込先

　西尾市教育委員会事務局  文化財課  市史編さん室  〒445-0847 西尾市亀沢町480（西尾市岩瀬文庫内）

購入方法

《販売場所》 
西尾市岩瀬文庫・西尾市資料館（錦城町）・一色学びの館（一色町一色）・尾﨑士郎記念館（吉良町荻原）・西尾市塩田体験館（吉良町白浜）
※予約不要です。休館日・開館時間等は各館のHPでお確かめください。

《配送をご希望の場合》
方法1：本の代金4,000円を現金書留または郵便為替で市史編さん室までお送りください。本を宅急便（着払い）でお送りします。
方法2：mailまたはFAXでお名前・住所・電話番号・書名・冊数をお知らせください。本と振込口座のお知らせを宅急便（着払い）でお送りします
ので、代金をお振込みください。

◆口絵・序・凡例・目次

◆第1章  村と領主
第1節　年貢・諸役
第2節　助郷
第3節　触書・請書・願書・届書

◆第5章  生活文化

◆第6章  文芸と伝記
第1節　文芸資料拾遺　　第2節 金石文

◆史料群解説ほか

◆付録 本文収録CD-ROM・「三河国幡豆郡吉良庄西尾城御領分図画」B2判複製

令和6年5月26日までに購入した方に岩瀬文庫企画展「隠れた宝、再発見。」（西尾市岩瀬文
庫で令和7年2月22日〜5月18日まで開催）の図録引換券を贈呈します。

早期
購入特典

《内容見本》
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資料に書かれた内容をそのまま活字に。
生の資料の面白さがダイレクトに伝わります。

受け取った西尾藩の役人

吉良領・相模甘縄藩領の
5か村の村役人が提出

承応 2（1653）年に書かれた史料

本文の内容を短い言葉で
わかりやすくまとめて
あります。

西尾藩領小島村の竜宮の川上から取水した用水に関し余り水がほしいと訴えたところ、
領内の水に不足がなければ回してもらえることになった。


